
宇治市健康づくり食育アライアンス

令和6年7月2４日

新城市議会
厚生文教委員会視察

新城市議会厚生文教委員会視察



宇治市について

人口 180.210人（R6/04時点）

高齢化率 30.27％（R6/04時点）

位置 京都府の南端に近く、京都盆地の南東部に位置し、

京都へ20分、大阪へは50分という近距離に位置である。

地勢 東部の山間地域 宇治川をはさんで中央部の山麓丘陵地帯

南部の沖積低地の3地域である。

市政 昭和26年3月久世郡宇治町並びに槇島、小倉及び大久保の

1町3村が宇治郡東宇治町と合併したのが宇治市である。



今回の視察目的

日本最古の茶園を有する宇治において、

市民会議をもちい

健康づくり・食育推進の市民活動が

評価されている事を受け、

市民主導の

健康づくり・食育推進の助成

の在り方を視察する。



健康づくり推進課の事業について

健康づくり推進課を設置

地域企画係と保険事業係に分かれる

事業目的は
健康生きがい・国民保険・年金医療

それぞれに係を持ち
保健師 11人 栄養士3人
事務職15人で構成である



地域企画係の主な事業内容

地域企画係として
健康づくり・食育推進事業を担当し
今回の目的である
健康づくり・食育アライアンス事業
もその一事業である









市の将来を担う次世代に向けて、
食育アライアンスを経て計画されたイベント
をアライアンス会員が実施する学校。

会員も発表の場がある事でアライアンスに参
加している実感が持てる。

親子での参加を促し、地域の文化を体験する
機会を創出している。













• 所感

本事業の成功は、行政と民間の協働がうまくいった事に他ならない、宇治市もプロポーザルである
「NPO法人まちづくりねっと・うじ」に事業委託しながら健康づくり・食育推進事業の目的である
「食育を通じて地域の交流を図り、地域との関わりの中で食を通じてのコミュニケーションの場面を
増やす事で、次世代の健全な食生活実践につなげる。」に対して成果を残せているとおもいます。

平成15年に「宇治市健康づくり推進プラン」を制定され、宇治市健康づくりうー茶ん連絡会そして宇
治市食育ネットワークを持たれていた宇治市が平成27年に「宇治市健康づくり・食育推進計画」の実
施の為に令和元年「宇治市健康づくり・食育アライアンス U-CHA」に発展させました。その際そ
の組織（アライアンス）の拡張をNPOに任せれた事は当事業にプラスに働いたと思えます。

市民が出したテーマ食育に対して、年に一回の「うーちゃフェスタ」と言うイベントを実施、その下
準備の為に年6回の「うーちゃミーティング」を行い、そこで、さらなる参加者を集うための「うー
ちゃ学校」そしてコンテンツとしての「うーちゃ弁当」を検討実施、例えば、「親子で墨の楽しさを
味わう！」と一件、食育から離れたテーマであっても、うーちゃんミーティングにおいてアライアン
スの「縁組み」の意味を精査しながら、事業を取り上げ、参加者を増やすところなどは民間ならでは
の柔軟性があって良いところだと思います。

その上で参加者もヨガ体験をする為の場所を提供するお寺や、保険会社がお客様の健康査定の為の血
圧計を貸し出すなど、食に縛られない広範囲に渡り、むしろそこでアライアンスに参加する事で、宇
治市の食文化や、健康に対する取り組みを感じ取れる仕組みが構築されることは素直に羨ましいと思
えました。

食育アライアンスU-CHAは105の団体が参加し、2023年のうーちゃフェスタには1500人の参加があ
りました。そして市民のアイデアと行動により新しい参加者を増やしている現状は、新城の市民会議
（新城自治市民会議）においても取り入れるべき姿勢だと感じました。

また、市民活動の育成についても力を入れるべき事を感じました。




